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Dorian Contact meets 140 tilesでは、初期状態で無作為

に色が与えられた 140 枚のタイル状オブジェクトが画面

上に配置されている。プレイヤーは、そのタイルを指で

スライドし、上下左右で隣り合う 2 枚のタイルの位置を

交換することができる。その操作を繰り返すことで、プ

レイヤーは、色のついた 140 枚のタイルを任意に並べ替

え る こ と が で き る 。 そ の 操 作 に 応 じ て 、

iSuperColliderKit[1][2]が音響を生成する[図 1]。そして、

画面上のタイルという視覚的要素と、アプリが生成する

音響という聴覚的要素が融合し、このアプリケーション

はジェネラティブ・アートの様相を呈する。 

この作品が生成する音響は、主にモード・ジャズに用

いられるチャーチ・モードにもとづく。和声進行やメイ

ンメロディは、チャーチ・モードを知覚できるよう、本

研究者が設定したルールによって自動生成される。プレ

イヤーがタイルを動かす頻度や、プレイヤーが動かした

タイルの色によって、音響は変化する。 

iPad をはじめとするタブレット端末は、視覚的、聴覚

的コンテンツを発信するための媒体として急速に発展し

ている。本作品は、その事実に鑑み、視覚・聴覚を融合

したコンテンツのひとつの可能性を模索するものである。 
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図 1 システムのフロー 


